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９
月
６
日
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
定
期

総
会
は
、
「
24
年
秋
か
ら
の
健
康
保
険
証
廃

止
撤
回
」
を
求
め
る
日
本
退
職
者
連
合
の
団

体
署
名
活
動
を
展
開
す
る
中
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
マ
イ
ナ
保
険
証
は
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い

て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
６
０
０
万
人
を
超

え
る
認
知
症
患
者
や
介
護
保
険
施
設
で
の
取

り
扱
い
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
現
行
の
健
康
保

険
証
を
廃
止
し
マ
イ
ナ
保
険
証
に
一
元
化
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
健
康
保
険

証
の
廃
止
撤
回
を
求
め
る
活
動
は
、
高
齢
者

が
生
活
し
や
す
い

社
会
シ
ス
テ
ム
の

継
続
を
求
め
る
取

組
み
で
す
。

ま
た
、
日
本
の

出
生
数
が
年
間
80

万
人
を
切
り
人
口
減
少
時
代
に
入
り
、
子
育

て
・
少
子
化
対
策
に
は
毎
年
２
兆
５
千
億
円

の
国
家
予
算
が
必
要
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
定
期
総
会
で
決
定
し
た
24
年
度
活
動

方
針
は
、
子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
重
視
し
、
税
・
社
会

保
障
の
見
直
し
の
議
論
を
進
め
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。
高
齢
者
の
生
活
は
、
物
価
高

と
年
金
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
実

質
減
、
医
療
、
介
護
の
負
担
増
な
ど
で
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
24
年
度
は
、
介
護
報
酬

と
診
療
報
酬
の
改
定
、
年
金
の
財
政
検
証

（
25
年
度
改
定
）
が
行
わ
れ
ま
す
。
介
護
、

医
療
で
は
、
従
事
者
の
労
働
条
件
を
引
き
上

げ
な
け
れ
ば
従
事
者
不
足
に
陥
る
こ
と
や
利

用
料
、
自
己
負
担
増
に
よ
る
利
用
控
え
で
保

険
あ
っ
て
も
介
護
、
医
療
な
し
の
事
態
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
特
に
介
護
利
用
料
の

２
割
負
担
対
象
者
を
拡
大
す
る
審
議
が
政
府

の
審
議
会
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
利
用

料
、
自
己
負
担
増
に
歯
止
め
を
か
け
、
税
・

社
会
保
障
の
見
直
し
の
議
論
を
進
め
、
「
次

世
代
の
希
望
に
つ
な
が
る
活
動
」
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

干
ば
つ
、
大
雨
・
洪
水
な

ど
地
球
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
自
然
災
害
が
多

発
し
て
お
り
、
「
次
世
代
の
希
望
に
つ
な
が

る
活
動
」
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
引
き

続
き
取
組
み
ま
す
。

ま
た
、
24
年
度
政
府
予
算
案
で
は
、
防
衛

費
に
７
兆
７
千
億
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

27
年
度
に
は
10
～
11
兆
円
に
な
り
、
そ
の
後

も
続
く
防
衛
計
画
が
岸
田
政
権
の
外
交
・
安

全
保
障
政
策
で
す
。
増
税
と
社
会
保
障
予
算

の
削
減
が
迫
っ
て
き
ま
す
。
専
守
防
衛
を
逸

脱
し
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
持
つ
防
衛
費
増

と
増
税
に
反
対
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批

准
を
政
府
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
の
前
進
に
は
、
政
治
の

状
況
が
大
き
く
係
わ
っ
て
お
り
、
私
た
ち
の

声
を
政
治
に
反
映
す
る
代
表
を
国
会
に
送
り

出
し
て
い
る
か
で
す
。
絆
、
繋
が
り
を
大
切

に
し
た
対
面
の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
新
し

い
会
員
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
に
力
を
そ
そ
ぎ
、

25
年
参
議
院
選
挙
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
組
織
内
予
定
候

補
者
「
郡
山
り
ょ
う
」
の
必
勝
に
向
け
た
取

組
み
を
現
役
と
連
携
し
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

２
０
２
４
年
度
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
定
期
総
会
を
９
月
６

日
、
東
京
・
友
愛
会
館
大
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
全
国
31
の
地
方

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
か
ら
代
議
員
33

人
、
役
員
21
人
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
現
役

３
人
、
ご
来
賓
４
名
の
総
勢
61

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
本
来
は

代
議
員
数
を
拡
大
し
て
開
催
す

る
年
度
の
総
会
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
感
染
を
勘
案
し
て
昨
年
同

様
、
人
数
を
縮
小
し
各
地
方
代

議
員
１
名
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。午

後
１
時
30
分
開
会
。
冒
頭
、

昨
年
度
中
に
ご
逝
去
さ
れ
た
、

中
下
恵
司
前
中
央
幹
事
・
前
兵

庫
シ
ニ
ア
会
長
、
屋
敷
英
雄
前
中

央
幹
事
・
前
愛
知
シ
ニ
ア
会
長
、

斎
藤
義
美
福
島
シ
ニ
ア
事
務
局
長

に
対
し
て
参
加
者
全
員
で
黙
と
う

を
捧
げ
ま
し
た
。
那
珂
副
会
長
の

開
会
の
挨
拶
の
あ
と
、
議
長
団
に

選
出
さ
れ
た
京
都
の
伊
藤
純
夫
さ

ん
、
神
奈
川
の
大
山
郁
雄
さ
ん
が

登
壇
。
最
初
に
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
大
山
会
長
よ
り
次
の
４
点
に

わ
た
っ
て
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

①
少
子
高
齢
化
と
社
会
保
障
、

地
球
温
暖
化
防
止
、
子
供
・
子
育

て
な
ど
「
次
世
代
の
希
望
に
つ
な

が
る
活
動
」
を
推
進
し
て
い
く
。

②
健
康
保
険
証
廃
止
な
ど
政
府
の

国
民
大
多
数
の
意
見
を
無
視
し
た

強
引
な
や
り
方
に
歯
止
め
を
か
け

る
取
組
み
が
重
要
。
③
マ
ク
ロ
ス

ラ
イ
ド
に
よ
り
実
質
低
下
し
た
年

金
、
第
３
号
被
保
険
者
の
問
題
、

自
己
負
担
増
が
検
討
さ
れ
て
い
る

介
護
保
険
、
社
会
保
障
費
予
算
の

削
減
や
増
税
に
つ
な
が
る
防
衛
費

づ
く
り
の
現
場
で
働
き
、
組
合

役
員
と
し
て
汗
と
涙
を
流
し
て

き
た
我
々
と
同
じ
経
験
を
し
て

き
た
仲
間
を
当
選
さ
せ
て
い
く
。

状
況
は
厳
し
い
が
、
津
田
弥
太

郎
さ
ん
以
来
の
失
わ
れ
た
議
席

を
全
力
で
奪
還
し
て
い
く
の
で
、

シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

切
に
お
願
い
し
た
い
」

<

裏
面
へ
続
く>

主 張

の
増
額
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題

に
つ
い
て
中
央
、
地
方
で
我
々
の

政
策
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
議
論
を

し
て
い
く
。
④
減
少
し
つ
づ
け
る

会
員
数
に
歯
止
め
を
か
け
早
期
に

８
０
０
０
人
台
に
回
復
す
る
た
め

組
織
拡
大
に
全
力
を
あ
げ
る
。

次
に
４
名
の
ご
来
賓
よ
り
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｍ

現
役
を
代
表
し
て
安
河
内
賢
弘
会

長
か
ら
は
「
23
春
闘
は
高
い
水
準

の
賃
上
げ
を
獲
得
し
た
。
大
手
が

満
額
回
答
の
流
れ
を
つ
く
り
、
中

小
も
Ｊ
Ａ
Ｍ
が
５
０
０
０
円
の
相

場
を
形
成
し
た
。
横
並
び
春
闘
の

機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
た
。
今

年
だ
け
で
な
く
来
年
以
降
も
継
続

し
た
賃
上
げ
を
行
う
。
そ
の
た
め

に
は
、
価
格
転
嫁
の
取
り
組
み
が

必
要
。
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
が
、

よ
う
や
く
芽
が
出
て
来
た
。
こ
の

芽
を
大
き
く
育
て
て
い
き
た
い
。

郡
山
り
ょ
う
を
２
０
２
５
年
参

院
選
比
例
区
に
擁
立
し
た
。
も
の

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長

大
山
勝
也

「
郡
山
り
ょ
う
」
必
勝
に
向
け

取
組
み
強
化
を

２
０
２
４
年
度
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
定
期
総
会

を
開
催

郡
山
り
ょ
う
の
必
勝
に
向
け
て
の
取
組
み
を
確
認
、
24
年
度

活
動
方
針
、
予
算
、
２
０
２
４
・
２
５
年
度
役
員
選
出
、
規
約

の
一
部
改
訂
等
の
承
認
が
な
さ
れ
た
。
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日
本
退
職
者
連
合
を
代
表
し

て
野
田
那
智
子
事
務
局
長
か
ら

は
「
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
か
ら
要
請

を
受
け
健
康
保
険
証
廃
止
の
団

体
署
名
の
取
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
医
療
、
年
金
、
介
護
と
我
々

の
負
担
が
増
え
て
い
く
が
と
く

に
介
護
は
長
期
に
わ
た
る
問
題

で
経
費
が
か
か
る
か
ら
と
い
っ

て
家
族
介
護
、
女
性
介
護
に
戻

し
て
は
な
ら
な
い
。
生
活
、
介

護
、
健
康
に
つ
い
て
不
安
を
持

つ
人
が
85
％
、
こ
う
い
う
社
会

を
つ
く
っ
て
は
な
ら
な
い
。
平

和
、
人
権
、
民
主
主
義
の
保
障

な
ど
次
の
世
代
に
し
っ
か
り
と

伝
え
て
い
く
」

基
幹
労
連
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

兼
子
昌
一
郎
会
長
か
ら
は
「
10

月
12
日
の
基
幹
労
連
シ
ニ
ア
の

総
会
で
郡
山
り
ょ
う
さ
ん
の
推

薦
を
決
定
す
る
。
村
田
享
子
を

応
援
い
た
だ
い
た
恩
返
し
と
し

て
全
力
で
取
組
む
。
も
の
づ
く

り
産
業
の
発
展
と
組
合
員
の
安

心
、
安
定
の
た
め
に
は
政
治
分

野
で
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
、

何
と
し
て
も
郡
山
の
当
選
を
勝

ち
取
る
」

村
田
享
子
参
議
院
議
員
か
ら

は
、
昨
年
の
参
議
院
選
で
の
支

援
御
礼
と
国
会
で
の
質
疑
の
中

で
電
気
料
金
の
特
別
高
圧
契
約

が
補
助
金
の
対
象
に
な
っ
た
事

例
を
紹
介
し
、
「
も
の
づ
く
り

の
現
場
の
声
を
政
策
と
し
て
実

現
し
、
皆
さ
ん
の
産
業
や
暮
ら

し
に
役
立
つ
こ
と
が
出
来
た
。

こ
れ
が
組
織
内
議
員
を
も
つ
メ

リ
ッ
ト
。
厚
生
労
働
の
郡
山
り
ょ

う
さ
ん
、
経
済
産
業
の
村
田
の

二
本
柱
で
頑
張
り
た
い
」

そ
れ
ぞ
れ
力
強
い
心
温
ま
る
ご

祝
辞
を
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
参
院
選
を
闘
う

郡
山
り
ょ
う
候
補
予
定
者
も
駆

け
つ
け
、
「
津
田
弥
太
郎
さ
ん

以
来
止
ま
っ
て
い
る
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
の
改
正
、
安
全
衛
生
や
最
低

賃
金
の
課
題
な
ど
に
取
組
み
た

い
。
働
く
人
た
ち
が
健
康
で
安

心
し
て
働
け
る
社
会
、
老
後
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
厚
生
労
働
委
員

会
で
皆
さ
ん
の
現
状
を
伝
え
て

頑
張
り
た
い
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
を
支
え

て
き
た
大
先
輩
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
す
る
」
と
の
決
意

表
明
を
受
け
ま
し
た
。
参
加
者

一
同
で
万
雷
の
激
励
の
拍
手
を

送
り
ま
し
た
。

活
動
報
告
、
会
計
報
告
の
あ

と
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
「
２
０
２
４
年

度
活
動
方
針
案
」
の
審
議
で
は
、

４
名
の
代
議
員
か
ら
①
沖
縄
の

辺
野
古
基
地
問
題
に
つ
い
て
の

取
組
み
は
。
②
そ
ご
う
西
武
の

ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い
て
連
合
の
動

き
や
姿
が
見
え
な
い
。
③
健
康
保

険
証
廃
止
反
対
の
取
組
み
に
つ
い

て
、
今
後
団
体
署
名
以
外
の
行
動

が
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。
④
参

院
選
に
つ
い
て
、
シ
ニ
ア
と
し
て

現
役
に
ど
の
よ
う
な
助
言
・
提
起

を
す
る
の
か
。
⑤
選
挙
に
つ
い
て

組
合
の
力
が
低
下
し
て
い
る
。
組

合
員
宅
訪
問
な
ど
の
対
面
の
活
動

を
重
視
す
べ
き
等
々
の
質
問
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
部
よ
り
基
地
問
題
、
保
険
証

廃
止
反
対
の
活
動
に
つ
い
て
退
職

者
連
合
の
考
え
方
、
取
組
み
を
報

告
し
、
選
挙
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
具
体
的
方
針
の
中
で
検
討
し
て

い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
２
０
２
４
年
度
活
動
方
針

案
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
第
２
号
議
案
「
２
０
２

４
年
度
予
算
案
」
、
第
３
号
議
案

「
２
０
２
４
・
２
５
年
度
役
員
選

出
」
、
第
４
号
議
案
「
規
約
の
一

部
改
定
」
、
第
５
号
議
案
「
表
彰
」

の
順
に
審
議
を
す
す
め
、
い
ず
れ

も
全
員
賛
成
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
あ

と
、
今
期
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
る

早
川
行
雄
副
会
長(

本
部)

と
山
村

信
二
幹
事(

石
川)

に
感
謝
す
る
表

彰
を
行
い
ま
し
た
。
大
山
会
長
よ

り
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ

た
あ
と
、
お
二
人
よ
り
謝
辞
が
あ

り
ま
し
た
。

午
後
４
時
、
す
べ
て
の
議
事
を

終
了
し
て
、
最
後
に
大
山
会
長
の

発
声
で
郡
山
り
ょ
う
必
勝
に
向
け

て
の
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
閉
会
し

ま
し
た
。

京
都
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
９
月

８
日
、
京
都
労
働
者
総
合
会
館

で
２
０
２
４
年
度
の
定
期
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

役
員
14
名
・
代
議
員
25
名
が

出
席
、
来
賓
と
し
て
Ｊ
Ａ
Ｍ
本

部
大
山
会
長
、
現
役
の
Ｊ
Ａ
Ｍ

京
滋
伊
達
書
記
長
に
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
ま
た
来
年
に
予
定

さ
れ
る
参
議
院
選
挙
の
組
織
内

予
定
候
補
・
郡
山
り
ょ
う
さ
ん

は
じ
め
４
名
の
方
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
紹
介
。
大
会
議
長
・

長
岡
四
四
さ
ん
（
三
谷
伸
銅
退

職
者
組
合
）
の
議
事
進
行
で
、

過
年
度
経
過
報
告
・
決
算
報
告
、

２
０
２
４
度
の
活
動
方
針
・
予

算
の
審
議
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
選
出
を
行
い
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
活
動
方
針
は
以

下
の
七
項
目
。

一
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
に
留
意
し
な
が
ら

活
動
に
取
組
む
。

二
．
政
策
制
度
に
関
し
て
、

①
生
活
必
需
品
の
値
上
げ
に
対

す
る
弱
者
へ
の
き
め
細
か
い
支

援
を
要
求
。
②
防
衛
費
増
な
ど

に
対
す
る
財
源
と
国
民
負
担
の

説
明
を
。
③
健
康
保
険
証
の
廃

止
に
懸
念
。
④
将
来
に
わ
た
っ

て
安
心
で
き
る
年
金
・
医
療
・

介
護
・
認
知
症
対
策
の
確
立
。

⑤
二
〇
二
五
年
参
議
院
選
挙
組

織
内
予
定
候
補
「
郡
山
り
ょ
う
」

さ
ん
の
支
援
活
動
。
⑥
政
策
研

修
会
の
開
催
。

三
．
会
員
拡
大
に
つ
い
て
は

現
役
の
協
力
も
得
な
が
ら
取
組

む
。四

．
会
員
交
流
の
た
め
囲
碁
・

将
棋
大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
実
施
。

五
．
幹
事
会
の
定
期
開
催
と

機
関
誌
の
発
行
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ

ア
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
。

六
．
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
・
京
都

退
職
者
連
合
と
の
連
携
。

七
．
労
働
金
庫
・
こ
く
み
ん

共
済
の
活
用
。

こ
の
活
動
方
針
と
活
動
の
裏

付
け
と
な
る
２
０
２
４
年
度
予

算
を
満
場
一
致
で
確
認
、
改
選

さ
れ
た
新
任
役
員
を
代
表
し
た

木
村
正
次
会
長
の
音
頭
で
「
が

ん
ば
ろ
う
」
を
三
唱
し
、
新
年

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

７
月
20
日
の
第
３
回
幹
事
会

で
実
施
を
決
定
し
た
、
「
来
年

秋
に
予
定
さ
れ
る
健
康
保
険
証

廃
止
の
撤
回
を
求
め
る
」
団
体

署
名
の
活
動
に
す
べ
て
の
地
方

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、
多
く
の
単

組
Ｏ
Ｂ
組
織
か
ら
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
９
月
14

日
、
大
野
事
務
局
長
が
退
職

者
連
合
の
事
務
局
を
訪
ね
、

野
田
退
職
者
連
合
事
務
局
長

に
集
約
さ
れ
た
46
団
体
の
署

名
簿
を
提
出
し
ま
し
た
。

現
在
退
職
者
連
合
全
体
で

は
約
２
０
０
０
団
体
の
署
名

簿
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

10
月
初
旬
に
、
厚
生
労
働
省

と
デ
ジ
タ
ル
庁
に
そ
れ
ぞ
れ

手
渡
さ
れ
る
予
定
で
す
。

臨
時
国
会
は
10
月
16
日
開

会
予
定
で
す
が
、
大
多
数
の

国
民
が
撤
回
と
延
期
を
望
ん

で
い
る
健
康
保
険
証
の
廃
止

が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、

我
々
の
行
動
が
国
会
の
動
向

に
ど
う
反
映
し
て
い
く
の
か
、

厳
し
く
見
守
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
地

方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、
単
組
Ｏ

Ｂ
組
織
に
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

京都

定
期
総
会
を
開
催

伊
藤
忠
男

通
信
員

健
康
保
険
証
廃
止
の
撤

回
を
求
め
る
署
名
活
動


